
令和８年度第１回食の安心・安全意見交換会の開催結果について 

 

令和８年 10 月 15 日 

農   政   課 
 

食の安心・安全に関する取組に府民の意見を反映させるため、府内の消費者団体を対象に、

今年度 1回目となる食の安心・安全意見交換会を開催しましたので御報告します。 
 

１ 日 時  令和８年９月 16日（水）13:00～16:00 

２ 開催場所  農林水産技術センター 農林センター会議室 

                有限会社三和鶏園千代川農場、京都亀岡 GP センター  

３ 出 席 者  消費者団体３団体６名 

        有限会社三和鶏園４名 

        京都府（農政課、南丹家畜保健衛生所）５名 

４ 概 要 

（１）主な内容 

   高病原性鳥インフルエンザの防疫対策の説明 

   鶏卵の生産現場（農場、GP センター※ ）の業務説明及び施設見学  

※鶏卵の選別・包装施設 

（２）主な意見や質疑応答 

【南丹家畜保健衛生所】 

Q. 鳥インフルエンザが疑われる鶏が発生した場合、殺処分対象の範囲は当該鶏舎のみ

となるのか。 

A. 殺処分の対象は、当該鶏舎だけでなく、同一農場内の全ての鶏舎で飼養されている

鶏となる。 

【有限会社三和鶏園 千代川農場】 

Q. 20万羽飼養ということだが、どのように管理しているのか。 

A. 千代川農場は２棟４鶏舎であり、１鶏舎につき１人が担当して飼養管理を行って

いる。多くの作業が機械化・自動化されている。 

【有限会社三和鶏園 京都亀岡 GPセンター】 

Q. 卵を塩素消毒しているということだが、濃度はどの程度か。 

A. 150ppm以上の濃度の塩素を含む湯を噴霧することで消毒している。 

（３）アンケート結果 

ア アンケート平均点  4.00点（５点満点） 

イ 主な意見・感想 

鶏舎管理の大変さと安定供給の難しさを実感した。今後も京都府産の健康な卵を供給

頂きたい。 

 

家畜保健衛生所の取組説明     農場での説明      GPセンター施設の見学 


